
（様式３）

事業評価調書（目的設定、中間評価、事後評価）     (評価年度：令和７年度）

１　事業実施の背景及び目的

２　事業概要及び財源 （単位：千円）

（

３　事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み
【指標Ⅰ】

【指標Ⅱ】

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することができない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法（データの出典含む）

政策 ２　農林水産戦略
目指す姿 １　農業の食料供給力の強化

施策の方向性 ④　戦略的な米生産と水田のフル活用の推進
Ｒ７ 年度～
Ｒ８ 年度

部局名 農林水産部 課室名 水田総合利用課
チーム名 農産・複合推進チーム

その他合計 件）
財源内訳 左の説明 297,000 0 0

国 庫 補 助 金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 297,000
県 債
そ の 他
一 般 財 源 0 0 0

指標名 県奨励品種の種子供給量（トン）【成果指標】
指標式 県奨励品種の種子供給量
出典 秋田県産米改良協会調べ

把握時期 当該年度12月
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a 2,953 
実績b 3,180 3,127 3,134 3,114 3,043 3,002 2,868 2,874 
ｂ／ａ 0.0%

指標名
指標式
出典

把握時期
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a
実績b
ｂ／ａ

事業名 水稲種子高騰対策支援事業 事業年度

　令和７年産米の高騰に伴い、令和８年産用の水稲種子価格が大幅に上昇したことから、種子価格の高騰分に対して支援
することにより、生産コストの低減を図る。

事業内訳 概要 令和７年度
予算額

令和６年度
決算(見込)額

最終年度
決算（見込）額

1
水稲種子高騰対策支援事
業

　水稲種子価格高騰の影響を軽減するため、種子価格の
上昇分に対して支援する。 297,000
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（様式３）

事業評価調書（目的設定、中間評価、事後評価）     (評価年度：令和７年度）

１　事業実施の背景及び目的

２　事業概要及び財源 （単位：千円）

（

３　事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み
【指標Ⅰ】

【指標Ⅱ】

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することができない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法（データの出典含む）

政策 ２　農林水産戦略
目指す姿 １　農業の食料供給力の強化

施策の方向性 ③　マーケットに対応した複合型生産構造への転換
Ｒ７ 年度～
Ｒ８ 年度

部局名 農林水産部 課室名 園芸振興課
チーム名 果樹・花きチーム

その他合計 件）
財源内訳 左の説明 115,655 0 0

国 庫 補 助 金 園芸共同利用施設再編集約・合理化事業費補助金 107,945
県 債 農林水産業債（補正予算債） 7,700
そ の 他
一 般 財 源 10 0 0

指標名 ＪＡ秋田なまはげによる日本なしの輸出量（t）【成果指標】
指標式 ＪＡ秋田なまはげによる日本なしの輸出量（t）
出典 ＪＡ秋田なまはげ販売実績

把握時期 翌年度７月
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a 1.0 
実績b
ｂ／ａ 0.0%

指標名
指標式
出典

把握時期
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a
実績b
ｂ／ａ

事業名 園芸共同利用施設の再編集約・合理化事業 事業年度

　本県における日本なしの輸出拡大に向けては、旧式の集出荷施設における手作業の等級仕分けに起因した労働生産性
の低下や設備老朽化による選果処理能力の劣化が課題となっている。このため、食料・農業・農村基本計画に基づき、老朽
化した共同利用施設の再編・合理化（機能の集約・向上）を支援し、地域農業の構造転換を実現する。

事業内訳 概要 令和７年度
予算額

令和６年度
決算(見込)額

最終年度
決算（見込）額

1
園芸共同利用施設の再編
集約・合理化事業

　日本なし選果場の集約及び新たな選果機の導入等、選
果機能の増強を図るために必要な経費を支援する。 115,655
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（様式３）

事業評価調書（目的設定、中間評価、事後評価）     (評価年度：令和７年度）

１　事業実施の背景及び目的

２　事業概要及び財源 （単位：千円）

（

３　事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み
【指標Ⅰ】

【指標Ⅱ】

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することができない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法（データの出典含む）

政策 ２　農林水産戦略
目指す姿 １　農業の食料供給力の強化

施策の方向性 ③　マーケットに対応した複合型生産構造への転換
Ｒ７ 年度～
Ｒ８ 年度

部局名 農林水産部 課室名 園芸振興課
チーム名 野菜・畑作・特用林産チーム

その他合計 件）
財源内訳 左の説明 1,890 0 0

国 庫 補 助 金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 1,890
県 債
そ の 他
一 般 財 源 0 0 0

指標名 県オリジナル園芸品種（すいか）の生産量（t）【成果指標】
指標式 ＪＡ秋田ふるさとにおける県オリジナル園芸品種（すいか）の生産量（t）
出典 ＪＡ秋田ふるさと販売実績

把握時期 翌年度７月
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a 4,471 
実績b 5,623 4,450 4,133 2,973 
ｂ／ａ 0.0%

指標名
指標式
出典

把握時期
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a
実績b
ｂ／ａ

事業名 県オリジナル園芸品種育苗施設整備事業 事業年度

　物価高騰による資材価格の上昇や育苗農家の高齢化に伴う苗不足により、種苗の安定的な供給が困難となっている。この
ため、産地の育苗生産を担うＪＡの施設整備に対し支援することで、農家負担の軽減と種苗生産・供給体制の強化を図る。

事業内訳 概要 令和７年度
予算額

令和６年度
決算(見込)額

最終年度
決算（見込）額

1
県オリジナル園芸品種育
苗施設整備事業

　物価高騰による影響を軽減するため、県オリジナル園芸
品種（すいか）の育苗施設の整備に対し助成する。 1,890
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（様式３）

事業評価調書（目的設定、中間評価、事後評価）     (評価年度：令和７年度）

１　事業実施の背景及び目的

２　事業概要及び財源 （単位：千円）

（

３　事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み
【指標Ⅰ】

【指標Ⅱ】

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することができない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法（データの出典含む）

政策 ２　農林水産戦略
目指す姿 ２　林業・木材産業の成長産業化

施策の方向性 ③　木材の生産・流通体制の整備と利用の促進
Ｒ７ 年度～
Ｒ８ 年度

部局名 農林水産部 課室名 林業木材産業課
チーム名 木材生産・流通チーム

その他合計 件）
財源内訳 左の説明 399,241 0 0

国 庫 補 助 金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 399,241
県 債
そ の 他
一 般 財 源 0 0 0

指標名 生産性向上に向けた補助件数（件）【業績指標】
指標式 事業実施による補助件数
出典 林業木材産業課調べ

把握時期 当該年度３月
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a 16 
実績b
ｂ／ａ 0.0%

指標名
指標式
出典

把握時期
年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
目標a
実績b
ｂ／ａ

事業名 あきたの林業・木材産業施設整備支援事業 事業年度

　物価高騰に伴う機械・資材価格の上昇等により、林業・木材産業における生産コストが上昇している。このため、生産性向
上に資する機械施設の導入を支援することで、林業経営体や木材加工企業、木材輸送企業の負担軽減を図る。

事業内訳 概要 令和７年度
予算額

令和６年度
決算(見込)額

最終年度
決算（見込）額

1
高性能林業機械等整備事
業

　製材工場や合板工場等に原木を低コストで安定的に供
給できる体制を構築するため、高性能林業機械の導入を
支援する。

271,576

2
木材加工流通等施設整備
事業

　木材製品を安定的・効率的に生産できる体制を構築す
るため、木材加工流通施設の整備を支援する。 99,765

3
木質バイオマス利用促進
施設整備事業

　未利用木質資源をバイオマスエネルギー燃料として活
用するため、燃料製造に必要な施設の整備を支援する。 27,900
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